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「ＩＴ人材白書２００９」 出版について

『ＩＴ人材白書２００９』
第1章 IT人材の市場動向とIPAの施策展開

1．背景と目的
2．調査概要
3．実施体制
4．全体総括とIPA施策の方向性

第2章 ＩＴ人材動向調査【企業編】 ～企業のＩＴ人材動向に関する調査・分析～
1．ＩＴ人材動向調査（ＩＴ企業向け）
2．ＩＴ人材動向調査（ユーザー企業向け）
3．調査総括

第3章 ＩＴ人材動向調査【教育機関編】
1.情報系学生・教育動向調査（教育機関向け）
2.情報専門学科のカリキュラム評価（卒業生向け）
3.調査総括

第4章 ＩＴ関連産業の人気分析調査
1.情報サービス産業のイメージ分析調査）
2.他産業との就業満足度比較分析（ＩＴ技術者向け）
3.調査総括

第5章オフショア動向調査 ～ オフショア開発の動向に関する調査・分析 ～
1.オフショア動向調査（ＩＴ企業向け）
2.海外ＩＴサービス利用動向調査（ユーザー企業向け）
3.調査総括

第1章 IT人材の市場動向とIPAの施策展開
1．背景と目的
2．調査概要
3．実施体制
4．全体総括とIPA施策の方向性

第2章 ＩＴ人材動向調査【企業編】 ～企業のＩＴ人材動向に関する調査・分析～
1．ＩＴ人材動向調査（ＩＴ企業向け）
2．ＩＴ人材動向調査（ユーザー企業向け）
3．調査総括

第3章 ＩＴ人材動向調査【教育機関編】
1.情報系学生・教育動向調査（教育機関向け）
2.情報専門学科のカリキュラム評価（卒業生向け）
3.調査総括

第4章 ＩＴ関連産業の人気分析調査
1.情報サービス産業のイメージ分析調査）
2.他産業との就業満足度比較分析（ＩＴ技術者向け）
3.調査総括

第5章オフショア動向調査 ～ オフショア開発の動向に関する調査・分析 ～
1.オフショア動向調査（ＩＴ企業向け）
2.海外ＩＴサービス利用動向調査（ユーザー企業向け）
3.調査総括

書籍タイトル書籍タイトル

内容内容

IT人材市場動向調査全調査の分析結果が掲
載。

分析に基づいたIPAの提言も併せて掲載。

国、民間企業、経営者、担当者を問わず、IT人
材の育成を考える上での基礎資料として活用
可。

白書全文のPDFを格納したCD-ROMを綴じ込み。

２００９年５月予定

各書店にて販売

出版時期出版時期

販売場所販売場所

目次（仮）目次（仮）
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調査内容 ～ アンケート調査一覧 ～

調査対象 調査名

調査概要

今年度の新規調査項目

調査対象 調査概要 回収率
（昨年度）

ＩＴベンダー

ＩＴ人材動向調査

• ＩＴベンダー 約3000社
- 業界団体加盟企業（1100社）
- その他企業（900社）
- 地域ＩＴ企業（約1000社）（新規追加）

ＩＴ企業におけるＩＴ人材数、職種・レベル分
布、ＩＴ人材育成に関する課題、政府施策
等の浸透状況等を調査

18.3%
(17.9%)

地域ＩＴ企業の人材動向

人材育成に関する取り組み進展状況

ITスキル標準の活用、V3対応状況

情報処理技術者試験の活用状況

オフショア動向調査

• ＩＴベンダー 約1100社
- 業界団体加盟企業（1100社）
- その他大手企業

ＩＴ企業におけるオフショア開発金額、対象
国、課題、オフショア人材動向、影響等を
調査

23.8%
(19.9%)

オフショアにかかわる人材の詳細
（職種・レベル等）
オフショアの推進にあたっての課題

ユーザー企業
ＩＴ人材動向調査

＋海外ＩＴｻｰﾋﾞｽ利用
動向調査

• 上場企業 約3000社

ユーザー企業におけるＩＴ人材数、人材の
担当業務、・レベル分布、ＩＴ人材に関する
課題等を調査。また、合わせて、海外ＩＴ
サービス利用動向についても調査

11.2%
(7.9%)

共通キャリア・スキルフレームワークの
区分による人材・業務分布

人材育成に関する取り組み進展状況
情報処理技術者試験の活用状況

高等教育機関
情報系学生・教育

動向調査

• 理工系情報学科協議会
加盟学科・専攻（約240学科）

• その他高専・専門学校等（新規追加）

情報系専門教育を実施する教育機関に対
して、学生の就職動向、情報系専門教育の
動向等を調査

45.2%
(46.3%)

情報系学科に対する人気の動向

情報系学生の就業動向

情報系専門学科の教育内容

個
人

（Ｗ
Ｅ
Ｂ
）

学生
情報サービス産業の

イメージ分析調査
（新規）

• 学生 600名
- 情報系200名、他理系200名、
文系200名

大学生・大学院生を対象に、情報サービ
ス・ソフトウェア産業のイメージを調査

－

産業に対する就業人気

産業に対する学生のイメージ

産業イメージに関する情報源

卒業生
情報系専門学科の
カリキュラム評価

（新規）

• 情報系学科卒業生 200名
情報系専門教育を受けた卒業生を対象に、
学生時代に教育機関で受けた教育に対す
る評価・要望等を調査

－
情報系カリキュラムに対する卒業生
の評価

情報系カリキュラムに対する要望

社会人
他産業との
就業満足度

比較調査 （新規）

• 社会人 約1500名
- 情報サービス産業従事者 300名
- その他各種産業従事者 約1200名

代表的な産業に従事する社会人を対象に、
就業満足度について調査し、産業間で比
較分析

－

情報サービス産業従事者の
就業満足度・転職志向

上記の他産業との比較

就業満足度向上のための方策

※ 下線は、昨年度からの新規追加部分

平成２０年度「ＩＴ人材市場動向調査」
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人材の不足感① ～ 人材の「量」 ～

人材の「量」が「大幅に不足している」

との回答は、昨年度の28.3%から今

年度は16.2%と、１割以上減少して

いる。

一方、「特に過不足はない」と答えた

企業は、昨年度の11.5%から、今年

度は17.1%まで増加した。

人材の「量」の過不足感人材の「量」の過不足感

16.2% 59.4% 17.1%

2.6%

4.7%

0% 25% 50% 75% 100%

N=549

50.7%

58.9%

60.0%

72.1%

66.7%

19.6%

18.4%

9.8%

10.3%

 

3.2%

7.7%

 

4.9%

 20.5%

14.1%

19.7%

16.1%

11.5%

19.0%

 

 

 

4.3%

0% 25% 50% 75% 100%

30名以下(N=142)

31名以上100名以下(N=112)

101名以上300名以下(N=185)

301名以上1000名以下(N=61)

1001名以上(N=39)

大幅に不足している

やや不足している

特に過不足はない

やや過剰である（削減や職種転換等が必要）

無回答

全体全体

従業員規模別従業員規模別

従業員規模別にみると、1001名以上

の大企業で、人材の不足感が昨年

度より増加している。

（「大幅に不足している」：昨年度

14.8% → 今年度20.5%）

その他の従業員規模の企業では、

「大幅に不足している」がほぼ半減し

た。

ＩＴ企業向け「ＩＴ人材動向調査」
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人材の不足感② ～ 人材の「質」 ～

人材の「量」とは対照的に、人材の

「質」に対する不足感は、昨年度より

も高まっている。

特に、「大幅に不足している」との回

答は、昨年度の23.5%から今年度は

32.4%へ１割近く増加した。

人材の「質」の過不足感人材の「質」の過不足感

全体全体

従業員規模別従業員規模別

32.4% 54.6% 8.0% 4.9%

0% 25% 50% 75% 100%

N=549

大幅に不足している やや不足している 特に過不足はない 無回答

43.7%

53.6%

55.7%

67.2%

69.2%

7.1%

7.0%

4.9%

 

8.5%

4.3%

25.6%

33.0%

35.9%

36.6%

23.0%

12.0%

 

4.9%

 

0% 25% 50% 75% 100%

30名以下(N=142)

31名以上100名以下(N=112)

101名以上300名以下(N=185)

301名以上1000名以下(N=61)

1001名以上(N=39)

大幅に不足している やや不足している 特に過不足はない 無回答

従業員規模別にみても、人材の「質」

に対する不足感は、どの規模の企業

でも増加している。

昨年度、1001名以上の企業では、

「大幅に不足している」と回答した企

業の割合は、その他の規模の企業よ

り低く14.6%だったが、今年度は、

301名以上1000名以下の企業より高

く25.6%となっている。

ＩＴ企業向け「ＩＴ人材動向調査」
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外国人ＩＴ人材の動向

外国人ＩＴの就労状況については、「就

労していた」という回答の割合が、昨

年度の39.5%より減少しているが、こ

れは、今年度新規追加された地方企

業の影響であると考えられる。

従業員規模別にみると、約100名以上

の企業では、昨年度より、「就労して

いた」という回答の割合が１～２割程

度増加している。

特に、約300～1000名の企業では、

「就労していた」という回答は、昨年度

40.0%であったが、今年度は57.4%と

６割近くにまでのぼっている。

外国人ＩＴ人材の就労状況外国人ＩＴ人材の就労状況

33.9% 64.1% 2.0%

0% 25% 50% 75% 100%

N=549

就労していた 就労していない 無回答

全体全体

89.4%

75.0%

53.5%

37.7%

23.1%

 

 

4.9%

 74.4%

45.4%

7.7%

24.1%

57.4%

 

0% 25% 50% 75% 100%

30名以下(N=142)

31名以上100名以下(N=112)

101名以上300名以下(N=185)

301名以上1000名以下(N=61)

1001名以上(N=39)

就労していた 就労していない 無回答

従業員規模別従業員規模別

ＩＴ企業向け「ＩＴ人材動向調査」
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ユーザー企業のＩＴ人材の現状

ＩＴ人材のキャリア形成ＩＴ人材のキャリア形成

従業員規模別従業員規模別

全体全体

29.9% 18.2% 18.8% 10.4% 9.3% 7.8% 5.7%

0% 25% 50% 75% 100%

N=335

ほぼ全員 8～9割 6～7割 半数程度 3～4割 1～2割 無回答

5.1%

18.7%

26.2%

17.2%

23.0%

12.7%

9.0%

8.9%

9.7%

11.4%

6.7%

6.6%

7.6%

6.0%

4.1%

31.3%

39.2%

22.1%

15.2%

10.4%

9.0%

0% 25% 50% 75% 100%

300名以下(N=79)

301名以上1000名以下(N=134)

1001名以上(N=122)

ほぼ全員 8～9割 6～7割 半数程度 3～4割 1～2割 無回答

ユーザー企業のＩＴ人材についても、長期的なキャリ

ア形成を考慮するなど、ＩＴ企業のＩＴ人材と同様に、

人材育成に対する取り組みが重要であると言える。

その結果、全体としてみると、半数近くの企業

が、８割以上のＩＴ人材としてその後キャリアアッ

プする予定と回答している。

また、「ほぼ全員」がＩＴ人材として今後もキャリ

アアップする予定と回答した企業の割合は、

1001名以上の企業よりも、300名以下の企業

において高いという結果が得られている。

ユーザー企業のＩＴ人材は、ユーザー企業の中で職務経験を

積むためのローテーションの一環として、ＩＴ部門に一時的に所

属しているというケースも考えられる。そのため、ユーザー企

業のＩＴ人材数を把握する場合に、その人材の一時性について

も配慮することが必要である。

こうした問題意識のもと、今回の調査では、調査時点でＩＴ部門

に所属している人材のうち、その後もＩＴ人材としてキャリアアッ

プすることが予定されている人材は、何割程度かを尋ねた。

ユーザー企業向け「ＩＴ人材動向調査」
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ＩＴ関連業界の人気とイメージ ～ 総合比較 ～

技術やスキルが身につく

夢がある

かっこいい

仕事にやりがいがある

働いている人たちが自分の仕事

に誇りをもっている

仕事の内容が分かりやすい

給料が低い※
（低ければ低位）

仕事がきつい※

（きつければ低位）

ＩＴ・情報サービス・ソフトウェア

技術やスキルが身につく

夢がある

かっこいい

仕事にやりがいがある

働いている人たちが自分の仕事

に誇りをもっている

仕事の内容が分かりやすい

給料が低い※
（低ければ低位）

仕事がきつい※

（きつければ低位）

専門職（弁護士・会計士等）

技術やスキルが身につく

夢がある

かっこいい

仕事にやりがいがある

働いている人たちが自分の仕事

に誇りをもっている

仕事の内容が分かりやすい

給料が低い※
（低ければ低位）

仕事がきつい※

（きつければ低位）

自動車・輸送機器

技術やスキルが身につく

夢がある

かっこいい

仕事にやりがいがある

働いている人たちが自分の仕事

に誇りをもっている

仕事の内容が分かりやすい

給料が低い※
（低ければ低位）

仕事がきつい※

（きつければ低位）

電子・電気機器

技術やスキルが身につく

夢がある

かっこいい

仕事にやりがいがある

働いている人たちが自分の仕事

に誇りをもっている

仕事の内容が分かりやすい

給料が低い※

（低ければ低位）

仕事がきつい※

（きつければ低位）

医療・福祉

技術やスキルが身につく

夢がある

かっこいい

仕事にやりがいがある

働いている人たちが自分の仕事

に誇りをもっている

仕事の内容が分かりやすい

給料が低い※

（低ければ低位）

仕事がきつい※

（きつければ低位）

官公庁・自治体・公共機関

技術やスキルが身につく

夢がある

かっこいい

仕事にやりがいがある

働いている人たちが自分の仕事

に誇りをもっている

仕事の内容が分かりやすい

給料が低い※

（低ければ低位）

仕事がきつい※

（きつければ低位）

広告・放送・出版

技術やスキルが身につく

夢がある

かっこいい

仕事にやりがいがある

働いている人たちが自分の仕事

に誇りをもっている

仕事の内容が分かりやすい

給料が低い※

（低ければ低位）

仕事がきつい※

（きつければ低位）

金融・証券・保険

各産業のイメージ比較各産業のイメージ比較

学生向け「情報サービス産業のイメージ分析調査」

下図は、前頁の調査結果を代表的な産業別に比較した分析結果である。

産業別に比較すると、「IT・情報サービス・ソフトウェア」産業は、良いイメージにおいて非常に高く評価されている一方、「仕事がきつい」

という点や「仕事の内容がわかりやすい」などの点について、順位が低くなっていることが俯瞰できる。

「IT・情報サービス・ソフトウェア」産業のイメージ全体を、さらに向上させるためには、今後、仕事の内容や仕事の誇りを、産業外部にも、

積極的に伝えていくことが求められる。

イメージ向上に必要
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情報系学科の教育について

１ヵ月以上の長期インターンシップの実施状況１ヵ月以上の長期インターンシップの実施状況

25.2%

3.7%

5.1% 64.0% 1.9%

0% 25% 50% 75% 100%

N=214

必修科目として実施 選択科目（単位認定有）として実施

選択科目（単位認定無）として実施 特に実施されていない

無回答

学校種類別学校種類別

（大学詳細）（大学詳細）

63.6%

36.4%

17.9%

9.1%

36.4%

75.0%

 

 

0.0%

0.0%

1.8%

3.6%

50.9%

3.6%

0% 25% 50% 75% 100%

トップ校 （N=11）

国公立 （N=55）

私立 （N=28）

必修科目として実施 選択科目（単位認定有）として実施

選択科目（単位認定無）として実施 特に実施されていない

無回答

１ヶ月以上の長期学生インターンシップについては、約３割の教

育機関で、何らかの形で実施されているという結果が得られた。

学校種類別にみると、専門学校と大学では、実施されている機関

の割合が同程度になっている。それに対して、高等専門学校では、

やや実施率が低い。

前問と同じく、近年では、「トップ校」において、このような取り組み

を重視する動きが広まっており、６割を超える学校において、選択

科目として、長期インターンシップが実施されている。

国公立大学の中には、わずかではあるものの、長期インターン

シップを必修科目として実施している大学もみられる。

教育機関向け「情報系学生・教育動向調査」

27.4%

13.3%

30.1%

63.1%

59.0%

 

4.4%

1.2%

4.8%

6.7%

7.2%

4.8%

73.3%

 

0% 25% 50% 75% 100%

専門学校 （N=84）

高等専門学校 （N=45）

大学・大学院 （N=83）

必修科目として実施 選択科目（単位認定有）として実施

選択科目（単位認定無）として実施 特に実施されていない

無回答
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大学（院）での学習内容に対する評価

前頁までにおいて、情報系学科の卒業生は、卒業した大学・大学院のカリキュラムに対して、総体的には満足しているものの、

「教育の実践性」という点に関しては、それほど高く評価していないことが把握された。

しかし、大学・大学院における教育の目的は、「実践的な教育の実施」のみではない。この点をふまえて、大学・大学院での教

育を多面的に評価するために、今回の調査対象となった卒業生に対して、以下のように、「基礎理論の習得」「先端技術の習

得」「実務に役立つ内容の習得」の３つの観点から、大学・大学院での教育内容に対する評価を尋ねた。

大学で学習した内容に対する評価大学で学習した内容に対する評価

大学・大学院で学習した内容は、どう役立ったか

24.0%

11.0%

16.0%

39.0%

45.0%

4.0%

7.0%

8.0%11.0%

56.0%

43.0%

36.0%

0% 25% 50% 75% 100%

基礎理論の習得

先端技術の習得

実務に役立つ内容の習得

非常に役立った 役立った あまり役立っていない まったく役立っていない

「基礎理論の習得」については、卒業生の

評価も非常に高く、「（非常に）役立った」と

いう回答が８割に上っている。

「先端技術の習得」についても、「（非常に）

役立った」という回答は、半数を超えている。

これらと比較しても、「実務に役立つ内容

の習得」が「（非常に）役立った」という回答

は、半数に満たない。

「基礎理論の習得」や「先端技術の習得」と

いう点については、大学・大学院での教育

は一定の評価を受けているものの、「実務

に役立つ内容の習得」という点では、それ

ほど高くは評価されていないと言える。

情報系学科卒業生向け「情報専門学科カリキュラム評価」
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大学（院）での学習内容に対する評価

続いて、以下のような代表的な科目（分野）をあげ、下図の設問にあてはまる科目を、複数回答可能な設

問として尋ねた。「大学（院）で強化すべきだと思う科目」や「もう一度学習したい科目」として、「プレゼン

テーション」や「プロジェクトマネジメント」、「プログラミング技術」などが上位にあげられている。（次頁へ）

科目別評価科目別評価

履修したことがある科目

85.0%

76.5%

67.0%

62.5%

62.5%

60.5%

60.0%

56.5%

53.0%

50.5%

42.0%

24.5%

20.5%

17.5%

16.0%

13.0%

9.5%

9.5%

9.5%

9.0%

8.0%

8.0%

6.5%

46.5%

0% 25% 50% 75% 100%

プログラミング技術

アルゴリズム

学位論文（卒論・修論等）

ソフトウェア工学

通信・ネットワーク

情報数理科学

データベース

システム・ソフトウェア設計

計算機工学

オペレーティングシステム

画像処理

人工知能

技術英語

プレゼンテーション

IT系資格取得

情報システムの活用戦略

情報産業論

経営・組織マネジメント

企業技術者による講演

技術者倫理

プロジェクトマネジメント

組込みシステム設計開発

マーケティング

企業インターンシップ N=200

もう一度学習したい科目

42.0%

28.0%

27.5%

26.5%

25.0%

24.5%

24.0%

23.5%

23.0%

21.5%

21.0%

21.0%

19.0%

18.0%

16.5%

15.5%

13.5%

12.5%

10.5%

10.5%

9.5%

9.0%

5.0%

4.0%

0.0%

13.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

プロジェクトマネジメント

プログラミング技術

プレゼンテーション

経営・組織マネジメント

マーケティング

通信・ネットワーク

情報システムの活用戦略

システム・ソフトウェア設計

ソフトウェア工学

データベース

IT系資格取得

技術英語

アルゴリズム

オペレーティングシステム

組込みシステム設計開発

情報数理科学

企業インターンシップ

企業技術者による講演

計算機工学

画像処理

技術者倫理

人工知能

情報産業論

学位論文（卒論・修論等）

その他

当てはまるものはない N=200

大学（院）で強化すべきだと思う科目

34.5%

30.0%

28.0%

27.5%

25.5%

25.5%

25.0%

23.0%

22.0%

20.5%

20.0%

18.5%

18.0%

15.0%

14.0%

12.5%

11.5%

10.5%

10.0%

8.0%

6.0%

4.5%

4.0%

3.5%

1.0%

7.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

プレゼンテーション

プロジェクトマネジメント

技術英語

プログラミング技術

経営・組織マネジメント

企業インターンシップ

システム・ソフトウェア設計

マーケティング

IT系資格取得

アルゴリズム

情報システムの活用戦略

企業技術者による講演

ソフトウェア工学

データベース

通信・ネットワーク

組込みシステム設計開発

技術者倫理

情報数理科学

学位論文（卒論・修論等）

計算機工学

オペレーティングシステム

画像処理

情報産業論

人工知能

その他

当てはまるものはない
N=200

情報系学科卒業生向け「情報専門学科カリキュラム評価」
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大学（院）での学習内容に対する評価

情報系専攻者自身の非専攻者との比較

64.0%

47.0%

13.5%

11.0%

71.0%

73.0%

15.5%

16.0%

36.5% 59.5%

50.5%

31.5%

4.0%

2.5%

4.5%

0% 25% 50% 75% 100%

技術的な知識・スキル

IT関連の業界に関する知識

現在の業務に関する知識

チームワーク、コミュニケーション能力

リーダーシップ、マネジメント能力

非専攻者より優れている 非専攻者とほぼ同じ 非専攻者より劣っている

N=200

今回の調査では、情報系学科の卒業生に対して、非情報系学科の卒業生（非専攻者）と自身を比較した場合の能力面での差に

対する印象を尋ねている。

この結果、下図のとおり、当然ながら、「技術的な知識・スキル」については、「非専攻者より優れている」という回答が多かった。

しかし、「チームワーク、コミュニケーション能力」や「リーダーシップ、マネジメント能力」については、「非専攻者より劣っている」と

いう回答の割合が、他の項目よりも１割以上も高くなっている。

前頁おいて、「チームワークやコミュニケーション能力」、「リーダーシップ」などの教育を重視すべきとの声が多い背景には、情報

系専攻者自身に対するこのような評価も関係していると考えられる。

情報系専攻者と非専攻者の比較情報系専攻者と非専攻者の比較

情報系学科卒業生向け「情報専門学科カリキュラム評価」
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大学（院）での学習内容に対する評価

大学・大学院に「ぜひあったらよい」と思う制度・仕組み

27.0%

6.5%

12.0%

12.0%

9.5%

7.0%

15.0%

38.5%

43.5%

44.5%

25.0%

58.5%

54.5%

53.5%

50.0%

48.5%

46.0%

44.5%

39.0%

38.5%

36.0%

7.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

企業と大学が連携して行う実践的な授業（演習など）

優秀な学生に対する初任給の優遇

実際に社会で使われるような大規模システムの開発

企業から学生に対する奨学金の支給

実際の顧客の発注に基づく情報システム開発

海外企業でのインターンシップ

長期（1ヶ月以上の）企業インターンシップ

短期（1ヶ月未満の）企業インターンシップ

企業講師による講演やセミナー

企業と大学が連携して行う共同研究

上記の中には特にない

実施されていた

あったら良かった

N=200

今回は、大学・大学院や企業において、例

えば、産学連携教育のような昨今注目を集

める取り組みがどの程度行われているのか

を、右図のような選択肢によって尋ねた。

産学連携で行われる実践的な授業（演習な

ど）については、「あったら良かった」という

回答が最も多い。また、実践的な演習の

テーマとなることが多い「実際に社会で使わ

れるような大規模システム開発」や「実際の

顧客の発注に基づく情報システム開発」に

対するニーズも強い。

企業側の取り組みとしては、「優秀な学生に

対する初任給の優遇」や「企業から学生に

対する奨学金の支給」を望む声が多い。

「企業講師による講演やセミナー」や「企業

と大学が連携して行う共同研究」について

は、ある程度広く実施されている様子がうか

がえる。

大学・企業による特色ある取り組みの状況大学・企業による特色ある取り組みの状況

情報系学科卒業生向け「情報専門学科カリキュラム評価」
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情報系学科の教育について

ＩＴ技術者としての企業経験を有する教員の割合ＩＴ技術者としての企業経験を有する教員の割合

12.6%

6.5%

15.0%

24.3%

24.8%

16.4%

0.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

8～9割以上

6～7割

半数程度

3～4割

1～2割

1割以下

無回答
N=214

ＩＴ技術者としての企業での勤務経験を有する教員の割合については、学校別に特色がみられる結果となった。

学校種類別にみると、専門学校では「８～９割」という回答がもっとも多くなっているのに対して、大学・大学院では「１～２割」、高

等専門学校（高専）では「１割以下」という回答がもっとも多い。高専のほとんどは国立であるため、この結果は、以下の大学の結

果とも関係すると言える。

大学によっても違いがみられ、私立、国公立、トップ校の順に、企業経験を有する教員の割合が低くなる傾向がみられる。

0.0%

0.0%

9.1%

9.1%

27.3%

54.5%

0.0%

0.0%

3.6%

21.8%

45.5%

29.1%

0.0%

3.6%

17.9%

42.9%

32.1%

3.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

8～9割以上

6～7割

半数程度

3～4割

1～2割

1割以下

トップ校 （N=11） 国公立 （N=55） 私立 （N=28）

（大学詳細）（大学詳細）

31.0%

15.5%

23.8%

20.2%

7.1%

2.4%

0.0%

0.0%

0.0%

8.9%

24.4%

28.9%

35.6%

2.2%

0.0%

1.2%

8.4%

28.9%

41.0%

20.5%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

8～9割以上

6～7割

半数程度

3～4割

1～2割

1割以下

無回答

専門学校 （N=84） 高等専門学校 （N=45）
大学・大学院 （N=83）

学校種類別学校種類別全体全体

教育機関向け「情報系学生・教育動向調査」
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82.7%

88.3%

62.6%

66.4%

61.7%

49.5%

43.0%

34.1%

42.5%

16.4%

32.7%

46.7%

6.5%

43.9%

38.3%

13.6%

42.5%

12.6%

6.1%

1.9%

0.9%

65.0%

61.7%

59.3%

57.9%

47.7%

46.3%

43.0%

41.1%

35.0%

34.6%

34.1%

31.8%

31.3%

30.8%

30.4%

25.2%

24.3%

21.5%

16.8%

1.9%

3.7%

0% 25% 50% 75% 100%

通信・ネットワーク

プログラミング技術

システム・ソフトウェア設計

プレゼンテーション

データベース

情報処理・ＩＴ関連の資格取得

文書作成能力・文章力

チームワーク

ソフトウェア工学

リーダーシップ

ＩＴ技術者としての心構え／技術者倫理

計算機科学

プロジェクトマネジメント

オペレーティングシステム

情報数理科学

情報システムの活用戦略

Ｗｏｒｄ・Ｅｘｃｅｌ等のＩＴリテラシー

産業界や企業の動向

経営・組織マネジメント

その他

無回答

現在重視している 今後重視したい

N=214

88.3%

82.7%

66.4%

62.6%

61.7%

49.5%

46.7%

43.9%

43.0%

42.5%

42.5%

38.3%

34.1%

32.7%

16.4%

13.6%

12.6%

6.5%

6.1%

1.9%

0.9%

0% 25% 50% 75% 100%

プログラミング技術

通信・ネットワーク

プレゼンテーション

システム・ソフトウェア設計

データベース

情報処理・ＩＴ関連の資格取得

計算機科学

オペレーティングシステム

文書作成能力・文章力

ソフトウェア工学

Ｗｏｒｄ・Ｅｘｃｅｌ等のＩＴリテラシー

情報数理科学

チームワーク

ＩＴ技術者としての心構え／技術者倫理

リーダーシップ

情報システムの活用戦略

産業界や企業の動向

プロジェクトマネジメント

経営・組織マネジメント

その他

無回答 N=214

情報系学科の教育について

今後、特に重視したい教育分野今後、特に重視したい教育分野現在、重視している教育分野現在、重視している教育分野情報系学科が重視する
教育分野

情報系学科が重視する
教育分野

教育の内容に対する教育機関

の考え方を把握するため、右

図の選択肢を用いて、「現在重

視されている教育分野」と「今

後重視したい教育分野」につい

て尋ねた。

現在と今後の回答に差がある

ものに注目すると、「チーム

ワーク」や「リーダーシップ」「プ

ロジェクトマネジメント」などが

該当する。

これらについては、卒業生向け

の調査においても、大学教育

に対するニーズが高いことが

把握されたが、教育機関側も

同様に、これらの教育を今後重

視したいという意向を持ってい

ることが把握された。

教育機関向け「情報系学生・教育動向調査」
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現在の仕事に対する卒業生の満足度

大学・大学院に「ぜひあったらよい」と思う制度・仕組み

22.0%

14.5%

18.0%

8.0%

54.5%

48.0%

45.5%

41.5%

27.0%

66.5%

0% 20% 40% 60% 80%

社員が、スキルアップのために大学の授業を受講できる制度

社員が、大学で学位を取得できる制度（修士号・博士号など）

社員が、大学と共同研究を行える制度

社員が、大学の講師・教員に就任できる制度

上記には特にない

実施されている

あったら良いと思う

N=200

他にも、卒業生に対しては、大学・大学院を活用したスキルアップ／キャリアアップ支援制度のニーズを尋ねた。

以下の選択肢のうち、「スキルアップのために大学の授業を受講できる制度」への要望は最も高く、過半数を超える。社会人の

教育の場として大学・大学院へのニーズは大きいと言える。

「大学で学位を取得できる制度」や「大学と共同研究を行える制度」、「大学の講師・教員に就任できる制度」などに関しても、４

割以上が「あったらよい」と回答している。

大学に対する社会人ニーズ大学に対する社会人ニーズ

情報系学科卒業生向け「情報専門学科カリキュラム評価」


